
■第63回　大分例会　（通算345回）　

○３月６日（土）　14：00～17：00

○大分コンパルホール　312号室　

○参加費　会員は無料／一般は300円

○問い合わせ　安倍さん　090-8223-8250

■第155回　津久見例会（通算347回）　

■「星の会」は1994年10月22日に佐伯で生まれました。

■「星の会」は、不登校を考える親の会です。親以外にも不登校につ

　　いて継続的に考えていきたい教師・個人も入会できます。

■「星の会」の例会は、大分・別府・津久見でそれぞれ月１回開いて

　　います。

■「星の会」は年会費2,000円です。（1月が更新の月）

■（例会には参加できなくても）会報を読むだけの会員も大歓迎です。

　　周りの方に拡げて下さい。
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次回予告

３月例会★★
星の会星の会星の会
不登校を考える親の会

2010年２月27日(土）

（代表）加嶋文哉
〒876-0814

佐伯市東町12-15
0972-24-1669

第104号

★★
★★

★★ （Ｅ-mail）ichibanboshi-1@hb.tp1.jp
(U R L)　http://www.hoshinokai.net/

876-0814

佐伯市東町12-15

加嶋文哉　　様　0

名前につく「様」の後に

　0　の数字がある方は、未納です。　

 -1　の数字がある方は、納めています。

尚、間違いがある場合は加嶋までご連絡を。

封筒に貼られた封筒に貼られた

ラベルを見てくださいラベルを見てください

会費を納めたかどうか
はっきりしない方は…

封筒に貼られた

ラベルを見てください年会費は 2000円です

●会費は2010年の分だけで結構です。2009年以前の会費の徴収はしません。

◎振り込みは　大分信用金庫　渡町台支店　(普)　0228692　加嶋文哉　まで

　振り込み手数料は、会員さんの方で負担をして下さい。

◎加嶋宛に封書で郵送して下さっても結構です。その際は、外からお金が見えない工夫をして下さいね。

●「星の会」をやめたい方は、加嶋まで電話かメールかハガキ・封書等でご連絡下さい。

2010年の

会費を納めて下さい

○大分例会　４月３日（土）15：00～18：00

○別府例会　都合で、4月はお休みします。例会はありません。

○津久見例会　４月２日（金）19：30～22：00

変更する場合があるので、会報で確認して下さい。

自己決定をするということ

「待つ」ということ「待つ」ということ ４

■第３回　別府例会　（通算346回）　

○３月６日（土）　19：00～21：00

○別府市社会福祉会館

（駅前青山通り　ホテル白菊の裏）　

○参加費　会員は無料／一般は300円

○問い合わせ　西田さん　090-7389-1577

○３月12日（金）　19：30～22：00

○大分海運の事務所（２階）　

○参加費　会員は無料／一般は300円

○問い合わせ　戸高さん　090-9792-7317

　中学生２年生の時、いじめがきっかけで１年間不登校をし
たユウキ（仮名）は、自分が希望する寮のある私立高校に進
学し、親元を離れた生活をはじめました。
　高校入学後１ヶ月ほどして、ユウキは腹痛を訴え始めまし
た。高校１年生のユウキの不登校が始まって半年が過ぎた11
月の頃、父親がユウキに話を切り出しました。「そんなに苦
しいのであれば、学校を辞めた方がいいのではないか。学校
を辞めてもどうにかなるし、今を幸せに生きることの方が大
切ではないか。お前は十分頑張ったと思う。」その言葉に対
してユウキは、「ぼくが、こんなに頑張ろうとしているの
に、そんなことを言うのはやめてほしい…。」と反論しまし
た。
　高校２年生になった４月の終わり、ユウキは夜11頃に電話
をかけます。出たのは父親でした。「お父さん、俺やけど。
明日からテストなんやけど、結果は気にせんでな…。」「あ
あ、受けるだけでもすごいじゃないか。無理するな。」短い
会話でした。
　その時、ユウキは学校を続けるかどうか迷っていました。
「テストを受けることができない時は学校を辞めよう。」と
思っていました。電話を切ったその足で、寮にいる同じクラ
スの友だちに、自分の進路を相談してみました。一人は「絶
対あきらめるな。高校は続けた方が良い。」と言い、もう一
人は「辞めるのも一つの道。」と、明け方まで相談にのって
くれました。テストの前日であるにも関わらず…。
　朝の４時過ぎに家の電話がなりました。

ユウキ「お父さん、俺やけど。やっぱり、無理みたい…。学
　　　　校を辞めることに決めた。」
父親「そうか。自分で決めたんやな。よく頑張ったな…。」
ユウキ「うん。」
父親「心配するな。どうにかなる。」
ユウキ「……。」
父親「また、一緒に４人で楽しく暮らそうや。」
ユウキ「ありがとう。」

　その後、ユウキは高卒認定試験をうけ、予備校で受験勉強
をし、大学に進学をしました。今は、講義でたくさんのこと
を学ぶのが楽しいと言います。ユウキに高校を辞めた時のこ
とを次のようにふり返ります。
「あの時、親に言われて辞めなくて正解だったと思う。まだ
中途半端だったから。あのまま辞めたら、親に悪いという気
持ちもあったし…。まだ、自分がどうしたいのかはっきりし
ていなかったし。…でも、２年になってテストを受けるのが
苦しくなって、受けれそうにないとわかった時に、辞めよう
と思って電話をした。あの時自分で決めたことが大きかった
と思う。うん、自分で納得して、自分で決めたことが大きか
ったなあ。」

　一般に、高校を辞めるということは「つまずいた」「失敗
した」というイメージを持ちます。しかし、高校を辞めるこ
とを自分で決める（自己決定する）ことは、とてもエネルギ
ーのいることです。それは、「誰のためでもない、自分自身
の人生を歩む」スタートとなります。
　「待つ」とは、子どもが「親のためではなく、自分自身の
人生を歩む」ための道を模索できる安心感を与えることなの
かもしれません。親も時間とエネルギーを使って、心配しな
いで信頼しながら…。

私の子どもである。それだけで充分良い子です…


